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平
成
2
8
年
4
月

3
日
（
日
）
　
埼
玉

西
部
消
防
局
狭
山

消
防
署
に
て
平
成

2
8
年
度
の
入
団
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し

た。

当
日
は
小
谷
野

市
長
を
は
じ
め
多

く
の
ご
来
賓
の
皆

様
が
見
守
る
な
か

2
1
名
（
女
性
団
員

2
名
を
含
む
）
　
の

新
入
団
員
が
入
団

を
許
可
さ
れ
ま
し

た
。
団
長
か
ら

は
、
「
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
要

と
し
て
尽
力
し
て

も
ら
い
た
い
」
　
と

訓
示
を
頂
き
ま
し

た。

平
成
2
8
年
9
月

4
日
（
日
）
2
3
名

（
女
性
団
員
6
名

を
含
む
）
　
の
消
防

団
員
が
狭
山
消
防

署
4
階
講
堂
で
消

防
団
員
基
礎
教
育

現
地
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、

入
団
3
年
未
満
の

消
防
団
員
を
対
象

と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

消
防
団
組
織
の

概
要
や
消
防
団
員

と
し
て
必
要
な
知
　
－

識
で
あ
る
火
災
現

場
で
の
安
全
管

理
・
救
助
法
・
消
火
理
論
、
そ
し
て
普
通
救
命
講
習
を
消
防

署
職
員
か
ら
学
び
ま
し
た
。

屋
外
の
総
合
訓
練
場
に
場
所
を
移
し
行
わ
れ
た
ロ
ー
プ
結

索
訓
練
は
た
っ
て
い
る
だ
け
で
も
汗
が
出
る
よ
う
な
蒸
し
暑

さ
の
中
、
一
生
懸
命
訓
練
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
行
わ
れ
た
普
通
救
命
講
習
で
は
、
全
員

に
普
通
救
命
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
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咽用の欠

入
間
市
と
共
催
で
「
埼
玉
県
消
防
協
会
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会

女
性
消
防
団
員
研
修
会
」
が
東
武
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
女
性
団
員
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
研
修
会
参
加
で
し
た
。
狭

山
市
が
開
催
地
で
あ
っ
た
た
め
戸
惑
い
な
が
ら
も
み
ん
な
で
協
力
し
て

短
期
間
の
準
備
で
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
C
h
 
a
 
r
m
 
y
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
と
活
動
服
が
初
お
披

露
目
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
狭
山
市
女
性
消
防
団
員
は
P
V
を
作
り
、

団
員
の
紹
介
、
入
団
か
ら
今
ま
で
の
活
動
の
流
れ
を
発
表
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
須
賀
商
里
氏
の
「
災

害
・
事
故
現
場
に
お
け
る
救
急
処

置
に
つ
い
て
」
、
横
峰
貴
子
氏
の

「
A
E
D
機
種
に
よ
る
違
い
と
使

用
法
」
　
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

他
市
の
女
性
消
防
団
員
の
方
々
と

も
交
流
を
深
め
、
有
意
義
な
1
日

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
2
8
年
6
月
5
日
（
日
）
狭
山
消
防
署
訓
練
場
に
て
水

防
工
法
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
消
防
職
員
指
導
の
も
と
、
土
嚢
の
作
成
か
ら
始
ま

り
、
積
み
土
嚢
工
法
・
積
載
は
し
ご
利
用
工
法
・
マ
ン
ホ
ー

ル
噴
出
防
止
工
法
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
備
え
と
し
て
初
級
消

防
団
員
を
中
心
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
達
の
地
元
は
自
分
た
ち
で
守
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
常

日
頃
か
ら
こ
う
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
害
等
で
土

嚢
が
必
要
な
方
は
、
市
役
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

℡
市
役
所
　
0
4
　
（
2
9
5
3
）
　
1
1
1
1

女
性
消
防
団
員
に
活
動
服
が

支
給
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
活

動
服
で
同
々
と
活
躍
出
来
る
事

が
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
活
動

服
は
七
夕
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
や
研
修
、
防
災
訓
練
の
時
な

ど
に
着
用
し
ま
す
。

C
h
 
a
 
r
 
m
 
y
の
　
ロ
ゴ
　
の

入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ

ツ
も
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
作
成
し
、

活
動
服
の
下
に
着
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
心
安
全
の
為
に
女
性
消
防
団
員
だ
か
ら
こ
そ

出
来
る
活
動
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。



3平成28年10月7日発行（第14号）

増騨匪毛並限ゆ項〟叙事㊥ゥく恕・甘く埜声。倣彗増野脅増3＞尊く○かごぺミニニ叫〉く＝＞つく空＞0く三＞つく⊂＞〇で言＞き一〇－〇一空：＞eく∈＞Dく聖＞・㊧nく取合＜三一（＜空知84！空＞∂⑲一〇くご＞¢＜＝｝＞つくご＞つく等＞〇く空き・○イ更＝＞葛

噌用の欠

消
防
団
創
立
6
0
周
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、
4
3
年
ぶ
り
に

団
旗
・
2
2
年
ぶ
り
に
分
団
旗
が
新
し
い
も
の
に
生
ま
れ
か

わ
り
ま
し
た
。

中
央
に
輝
く
桜
は
、
郷
土
愛
護
の
精
神
を
表
し
た
も
の

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
に
と
っ
て
団
旗
・
分

団
旗
は
使
命
感
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

従
来
使
用
し
て
い
た
団
旗
・
分
団
旗
に
比
べ
6
0
年
と
い

う
歴
史
の
重
さ
も
加
わ
っ
た
の
か
重
量
も
増
し
、
大
変
立

派
に
ま
た
厳
か
に
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
消
防
団
員

の
士
気
を
高
め
、
消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思

わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

平
成
2
8
年
8
月
6
・
7
日
に
入
間
川
七
夕
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
七
夕
ブ
ー
ス
で
は
大
勢
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
が
防
火
服
を
身
に
着
け
た
り
消
防
車
に
試

乗
し
た
り
、
ご
家
族
で
写
真
を
撮
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

も
っ
と
消
防
団
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
将
来
消
防
団

に
入
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

6
日
夜
の
花
火
大
会
で
は
各
分
団
所
定
の
位
置
に
つ
き

ご
来
場
の
皆
様
に
安
心
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

し
っ
か
り
と
し
た
体
制
で
警
戒
し
ま
し
た
。
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心拍の欠

平
成
2
8
年
8
月
2
7
日
（
士
）
午
前
9
時
、
立
川
断
層
を
震
源

と
す
る
地
震
が
発
生
、
狭
山
市
内
で
は
震
度
6
弱
の
観
測
を
想

定
し
た
狭
山
市
総
合
防
災
訓
練
が
、
笹
井
小
学
校
体
育
館
を
中

心
に
市
内
の
小
学
校
と
自
治
会
個
別
会
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
消
防
団
員
は
、
三
角
巾
を
用
い
た
応
急
救
護
訓
練
や

水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
、
毛
布
な
ど
で
担
架
を
作

る
搬
送
訓
練
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練
な
ど
の
指
導
を
担
当
し
ま

し
た
。
ま
た
今
年
は
女
性
消
防
団
員
も
訓
練
に
参
加
を
し
、
子

供
た
ち
を
中
心
に
幅
広
い
世
代
の
市
民
へ
指
導
を
行
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
当
日
は
台
風
の
影
響
も
あ
り
、
足
元
の
悪
い
中
で

の
訓
練
で
し
た
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
熱

心
に
質
問
す
る
姿
や
実
際
に
訓
練
を
体
験
す
る
場
面
も
数
多
く

見
ら
れ
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

第
1
分
団
は
2
部
体
制
で
入
間
川
地

区
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

須
田
分
団
長
以
下
2
箇
所
の
車
庫
を

拠
点
に
団
員
（
1
部
2
2
名
・
2
部
1
9
名
）

に
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
第
1
分
団
　
第
1
部
】

私
た
ち
は
入
間
川
地
区
（
旭
町
・
峰
・

田
中
・
沢
）
　
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
訓

練
警
戒
や
災
害
時
に
は
緊
張
感
を
持
ち
、

気
を
引
き
締
め
て
活
動
し
、
団
員
一
丸

と
な
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

【
第
1
分
団
　
第
2
部
】

私
た
ち
は
入
間
川
地
区
（
菅
原
1
～

3
丁
目
・
祇
園
・
富
士
見
1
～
2
丁
目
・

中
窪
・
東
急
入
間
川
・
コ
ー
ト
狭
山
台
）

を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

団
員
構
成
は
、
自
営
業
、
専
門
業
、

公
務
員
と
様
々
な
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
消
火
活
動
が
中
心
で
す
が
、
夜
間

1
2
月
3
日

消
防
団
特
別
点
検

場
所
　
相
原
河
川
敷
公
園

1
2
月
2
9
日
～
1
2
月
3
0
日

歳
末
特
別
警
戒

場
所
　
市
内
各
所

2
9
年
1
月
7
日

消
防
出
初
式

場
所
　
上
奥
富
運
動
公
園

全
て
の
記
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
狭

山
市
役
所
市
民
部
防
災
課

まで。
0
4
（
2
9
5
3
）
1
1
1
1

休
日
に
は
訓
練
、

地
元
自
治
会
か
ら

の
要
請
に
よ
り
各

種
行
事
の
警
戒
も

し
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会

委
昌
長

第
一
分
団

第
二
分
団

第
三
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

第
七
分
団

統

　

括


